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こ
の
作
品
は
、
一
八
一
〇
年
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部

サ
セ
ッ
ク
ス
州
の
風
景
で
す
。

タ
ー
ナ
ー
は
幻
想
的
な
風
景
画

の
傑
作
を
多
く
残
し
ま
し
た
が
、

彼
は
、
は
じ
め
こ
の
よ
う
な
水
彩

画
の
制
作
に
励
ん
だ
よ
う
で
す
。

水
彩
は
空
や
大
地
、
水
な
ど
の
質

感
を
出
し
や
す
く
、
湿
潤
な
英
国

の
風
土
に
合
っ
た
技
法
と
し
て
多

く
の
画
家
に
好
ま
れ
ま
し
た
。

広
々
と
し
た
丘
に
羊
た
ち
が
の

ん
び
り
と
草
を
食
ん
で
い
る
、
そ

ん
な
風
景
が
ど
こ
ま
で
も
は
て
し

な
く
続
い
て
い
ま
す
。
自
然
の
豊

か
さ
、
美
し
き
を
画
面
い
っ
ぱ
い

に
描
く
水
彩
の
風
景
画
は
、
近
代

市
民
社
会
が
い
ち
早
く
確
立
し
た

英
国
に
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か

ら
開
放
さ
れ
、
自
由
な
個
人
と
し

て
自
己
の
周
囲
に
目
を
向
け
た
時
、

素
晴
ら
し
い
自
然
の
美
が
そ
こ
に

あ
っ
た
の
で
す
。

十
八
世
紀
末
か
ち
十
九
世
紀
初

頭
に
か
け
て
の
英
国
風
景
画
は
、

や
が
て
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
や
印
象
派

の
画
家
達
の
出
現
を
促
し
、
文
明

開
化
の
波
に
ゆ
れ
る
明
治
時
代
の

日
本
に
も
も
た
ら
さ
れ
、
当
時
の

画
壇
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。

(
大
久
保

守
)



みる・かたる・つくる

県民の日

記念事業

特
別
展

英

国

が
∴
彩

画

展
.
飢
・
6
・
1
 
5
(
土
)
̃
7
・
2
 
1
(
日

水
彩
画
の
歴
史
は
古
く
、
世
界

中
で
様
々
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
私
た
ち
が
小
・
中
学
校
で

習
っ
た
透
明
感
あ
る
色
彩
豊
か
な

水
彩
画
は
、
十
八
世
紀
̃
十
九
世

紀
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
で
培
お
れ

た
も
の
で
す
。

◆
英
国
水
彩
画
の
流
れ

イ
ギ
リ
ス
で
は
十
七
世
紀
後
半

頃
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
、
裕

福
な
市
民
階
級
の
子
弟
の
学
問
の

総
仕
上
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

へ
の
旅
行
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
.
旅

先
で
の
出
来
事
や
風
物
な
ど
の
記

録
に
は
、
携
帯
が
楽
で
取
り
扱
い

の
便
利
な
水
彩
画
が
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
イ
ギ

リ
ス
各
地
の
大
邸
宅
の
紹
介
や
、

郷
土
の
歴
史
書
の
出
版
な
ど
も
活

発
と
な
り
、
挿
絵
に
版
画
が
使
用

さ
れ
、
そ
の
下
絵
と
し
て
も
水
彩

画
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

英
国
水
彩
画
は
、
イ
タ
リ
ア
か

ら
の
影
響
を
受
け
さ
ら
に
飛
躍
的

に
進
展
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
人
の
画
家
カ
ナ
レ
ッ

ト

(
一
六
九
七
̃
一
七
六
八
)

は
、

一
七
四
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ

ロ
ン
ド
ン
の
景
観
や
田
舎
の
家
屋

敷
を
描
き
、
光
の
効
果
を
大
胆
に

捉
え
つ
つ
も
、
細
部
ま
で
正
確
に

描
写
す
る
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ

絵
画
の
流
れ
を
く
む
写
実
的
な
表

現
に
よ
っ
て
、
い
ま
だ
線
描
を
も

と
に
適
度
に
着
色
す
る
程
度
で
あ

っ
た
英
国
の
水
彩
画
に
強
い
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

よ
り
高
度
な
写
実
的
表
現
が
試

み
ら
れ
る
一
方
で
、
修
業
の
た
め

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
へ
赴
い
た
イ
ギ

リ
ス
の
画
家
た
ち
は
帰
国
す
る
と
、

ひ
と
つ
の
美
し
き
を
そ
な
え
た
も

の
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
風
景

を
み
つ
め
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
J
・
R
・
カ
ズ
ン

ズ

(
一
七
五
二
̃
一
七
九
七
)
は
、

自
然
の
形
態
を
と
ら
え
つ
つ
も
、

そ
の
雰
囲
気
ま
で
も
掃
き
だ
す
こ

と
を
こ
こ
ろ
み
、
さ
ら
に
空
気
の

●

存
在
を
意
識
し
、
広
々
と
し
た
空

間
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。英

国
水
彩
画
は
カ
ズ
ン
ズ
に
よ

り
、
一
つ
の
独
立
し
た
絵
画
表
現

と
し
て
確
立
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
今
回
の
特
別
展
で
は
主
に
カ
ズ

ン
ズ
以
降
の
作
品
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

◆
英
国
水
彩
画
の
完
成
者

写
実
的
な
性
格
に
、
情
感
的
な

側
面
を
も
含
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

単
な
る
記
録
の
手
段
か
ら
絵
画
表

現
へ
と
高
ま
っ
た
英
国
水
彩
画
は
、

二
人
の
天
才
=
T
・
ガ
ー
テ
ィ
ン

と
」
・
M
・
W
・
タ
ー
ナ
ー
=
に

ょ
っ
て
絶
頂
期
を
迎
え
ま
す
。

二
十
七
歳
の
若
さ
で
天
折
し
た

T
・
ガ
1
丁
ィ
ン

(
一
七
七
五
̃

一
八
〇
二
)

は
、
は
じ
め
写
実
的

傾
向
の
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
し

た
が
、
カ
ズ
ン
ズ
の
作
品
を
模
写

J.R.カズンズ「ネミ湖と町」

ガーテイン「サン二ドニの門と街並み」

す
る
頃
か
ら
自
ら
の
主
観
に
よ
っ

て
自
然
を
捉
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
水
彩
絵
具
の
透
明
性

を
生
か
し
た
重
ね
塗
り
の
技
法
を

意
識
的
に
取
り
入
れ
、
直
接
明
る

い
固
有
色
を
塗
っ
て
制
作
し
、
実

景
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
さ

ら
に
そ
の
場
の
印
象
ま
で
も
捉
え

た
詩
情
豊
か
な
作
品
を
残
し
ま
し

た
。

カ
ズ
ン
ズ
が
獲
得
し
た
写
実
に

も
と
づ
〈
情
感
的
な
表
現
を
、
ガ

ー
テ
ィ
ン
は
さ
ら
に
推
し
進
め
、

よ
り
高
度
に
完
成
さ
せ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

本
展
覧
会
で
は
彼
の
最
高
傑
作

と
い
お
れ
る

「
サ
ン
=
ド
ニ
の
門

と
街
並
み
」
を
含
め
、
十
点
を
展

示
し
ま
す
。

」
・
M
・
W
・
タ
ー
ナ
ー
(
一

七
七
五
̃
一
八
五
一
)

も
、
ガ
ー

テ
ィ
ン
と
同
じ
く
自
然
か
ら
直
接

学
ぶ
態
度
を
と
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
彼
は
自
然
を
前
に
し
た
時
の

自
分
の
印
象
を
、
そ
の
形
態
を
と

お
し
て
で
は
な
く
、
そ
こ
に
漂
う

大
気
の
効
果
に
よ
っ
て
表
現
す
る

こ
と
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。
時

代
を
経
る
に
連
れ
て
そ
の
傾
向
は

顕
著
と
な
り
、
次
第
に
形
態
が
藤

鵬
と
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
同
時

に
揺
ら
め
く
よ
う
な
彼
独
自
の
空



間
の
表
現
と
、
形
に
と
ら
お
れ
る

こ
と
な
く
交
差
す
る
、
輝
く
ば
か

り
の
色
彩
の
世
界
を
つ
く
り
だ
し

ま
し
た
。
油
彩
画
に
も
こ
の
特
徴

は
み
ら
れ
、
英
国
に
限
ら
ず
十
九

世
紀
西
洋
の
風
景
画
そ
の
も
の
を

進
歩
さ
せ
て
ゆ
き
、
特
に
そ
の
光

と
色
彩
に
溢
れ
た
世
界
は
、
後
の

印
象
派
の
登
場
に
も
お
お
き
く
寄

与
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

タ
ー
ナ
ー
の
作
品
は
二
十
八
点

を
展
示
し
ま
す
。

ガ
ー
テ
ィ
ン
と
タ
ー
ナ
ー
に
よ

り
絶
頂
期
を
迎
え
た
英
国
水
彩
画

は
、
そ
の
後
I
・
S
・
コ
ッ
ト
マ

ン
や
D
・
コ
ッ
ク
ス
等
の
イ
ギ
リ

ス
の
地
方
画
家
な
ど
に
も
受
継
が

れ
、
幅
広
く
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
コ
ッ
ト
マ
ン

(
一
七
八
二
̃

一
八
四
二
)
は
、
制
作
上
不
必
要

と
思
わ
れ
る
部
分
は
大
胆
に
省
略

●

みる・かたる・つくる

ターナー「ハイデルベルク風景」

し
、
必
要
不
可
欠
な
要
素
の
み
を

選
ん
で
掃
き
だ
す
な
ど
、
自
然
の

事
物
を
意
識
的
に
と
ら
え
て
表
現

し
ま
し
た
。
対
象
を
単
純
化
し
、

面
的
に
還
元
し
た
彼
の
作
品
を
み

れ
ば
、
水
彩
に
可
能
な
表
現
の
自

由
度
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
の

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
彼
の
作
品
は
十
六
点
展
示

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
背
景
に
、

特
別
展
「
英
国
水
彩
画
展
」

で
は
、

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け

て
、
英
国
水
彩
画
の
発
展
に
寄
与

し
、
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
代
表

的
な
二
十
一
作
家
の
作
品
一
〇
六

点
に
よ
り
、
次
第
に
詩
的
な
雰
囲

気
を
深
め
な
が
ら
、
色
彩
豊
か
に

さ
ま
ざ
ま
に
表
現
の
可
能
性
を
ひ

ろ
げ
展
開
し
て
い
く
英
国
水
彩
画

の
真
髄
を
紹
介
し
ま
す
。

(
中
松
彰
久
)

★
開
館
時
間

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
三
〇
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

月
曜
日
休
館

★
観
覧
料

一
般
五
〇
〇
円
(
三
〇
〇
円
)
、

高
・
大
学
生
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇

円
)
、
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円

(
七
〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名
以

上
の
団
体
料
金

な
お
、
六
月
十
五
日
(
土
)

の
県

民
の
日
は
無
料
で
す
。

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
2
 
1

安

藤

信

哉

展

釧
・
7
・
2
 
7
(
土
)
̃
9
・
8
(
日
)

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
は
、

房
総
に
生
ま
れ
あ
る
い
は
定
住
し

て
、
近
代
日
本
の
美
術
界
に
お
い

て
活
躍
し
、
美
術
振
興
の
た
め
に

貢
献
し
た
美
術
家
た
ち
の
再
発
見

と
顕
彰
を
め
ざ
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
そ
の
二
十
一
回
目

と
し
て
洋
画
家
安
藤
信
哉
に
焦
点

を
あ
て
開
催
し
ま
す
。

安
藤
信
哉
は
、
明
治
三
十
年
千

葉
県
夷
隅
郡
東
海
村
若
山
(
現
大

原
町
)

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少

期
を
房
総
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た

が
、
教
員
で
あ
っ
た
父
の
転
任
に

伴
い
、
茨
城
県
水
海
道
町
(
現
水

海
道
市
)

に
転
居
、
青
春
期
を
同

地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

大
正
七
年
か
ら
昭
和
二
年
ま
で

小
学
校
教
員
を
つ
と
め
ま
し
た
が

そ
の
一
方
で
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な

洋
画
研
究
所
に
通
い
絵
画
研
究
を

続
け
ま
し
た
。

大
正
十
年
本
郷
洋
画
研
究
所
を

皮
切
り
に
葵
橋
洋
画
研
究
所
に
入

所
、
同
十
三
年
に
は
太
平
洋
画
研

究
所
、
後
川
端
画
学
校
に
移
り
、

さ
ら
に
同
舟
舎
洋
画
研
究
所
で
小

林
万
吾
に
師
事
し
た
ほ
か
、
日
本

水
彩
画
会
創
立
者
の
一
人
で
あ
る

板
倉
賛
治
に
水
彩
画
を
学
び
ま
し

た
。教

職
を
辞
し
た
後
の
昭
和
四
年
、

第
十
回
帝
展
に
初
入
選
、
同
十
三

年
第
二
回
文
展
で
特
選
、
同
十
六

年
に
は
文
展
無
鑑
査
と
な
り
、
中

央
画
壇
で
の
着
実
な
地
位
を
築
き

ま
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
日
展
会
員
と
な

っ
た
後
、
評
議
員
、
参
与
を
歴
任

す
る
な
ど
永
く
中
央
で
の
活
躍
が

続
き
ま
し
た
。

一
方
、
本
県
美
術
界
と
の
関
お

り
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
一
年
千

葉
県
美
術
協
会
第
一
画
展
洋
画
部

へ
の
出
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
同

十
三
年
同
協
会
第
八
画
展
紀
元
二

千
六
百
年
奉
讃
展
へ
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
戦
火
を

逃
れ
て
勝
浦
市
へ
疎
開
、
戦
後
、

武
蔵
野
市
へ
転
居
す
る
ま
で
の
六

年
間
を
故
郷
の
房
総
で
過
ご
し
ま

し
た
。
房
総
の
地
を
離
れ
た
後
も
、

昭
和
二
十
四
年
千
葉
県
美
術
展
覧

会

(
県
展
)
第
一
回
展
に
際
し
、

運
営
委
員
、
審
査
員
を
つ
と
め
、

昭
和
三
十
一
年
に
は
第
八
回
県
展

の
抽
象
系
洋
画
部
の
審
査
員
と
し

て
、
再
び
本
県
美
術
界
の
振
興
と

後
進
の
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

安
藤
信
哉
は
画
家
で
あ
る
と
と

も
に
、
教
育
者
と
し
て
も
多
大
な

功
績
を
残
し
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
東
京
聾
唖
学
校

(
現
筑
波
大
学
附
属
聾
学
校
)
に

奉
職
し
、
同
三
十
八
年
に
退
職
す

る
ま
で
、
聴
覚
障
害
者
の
美
術
教

育
に
あ
た
り
、
そ
の
功
績
に
よ
り

昭
和
四
十
八
年
度
の
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
賞
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
初
期
の
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
画
風
か
ら
、
抽
象
系
の
画

風
を
経
て
、
晩
年
の
透
明
感
溢
れ

る
画
風
に
至
る
ま
で
、
安
藤
信
哉

の
作
品
を
一
堂
に
展
覧
し
、
そ
の

画
業
を
回
顧
す
る
も
の
で
す
。

(
田
坂

浩
)



みる・かたる・つくる

昭
和
二
年
、
板
谷
波
山
、
沼
田

一
雅
、
富
川
香
山
(
二
代
)
を
中

心
に
、
関
東
在
住
の
陶
芸
家
に
よ

り
「
束
陶
会
」
が
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
の
京
都
を
中
心
と
し
た

陶
芸
界
に
対
し
、
こ
の
会
は
、
伝

統
に
と
ら
お
れ
な
い
作
品
を
発
表

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
優
れ
た

陶
芸
家
た
ち
を
育
て
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
本
県
ゆ
か
り
の
宮
之
原

課
を
は
じ
め
、
横
山
朝
陽
、
土
肥

刀
泉
、
田
中
穂
山
、
福
田
光
山
、

山
本
正
午
ら
か
お
り
、
本
県
陶
芸

界
の
基
礎
を
築
い
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
東
陶
会
の
陶
芸
家

の
作
品
を
中
心
に
、
同
会
を
生
み

出
し
た
関
東
の
陶
芸
の
流
れ
を
も
、

加
藤
友
太
郎
、
河
村
靖
山
、
吉
本

憲
吉
ら
の
作
品
で
紹
介
し
ま
す
。

(
会
期
)
十
月
五
日
(
土
)
か
ら

十
一
月
十
日

(
日
)
ま
で

優
れ
た
美
術
作
品
を
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
、
県
内
二
会
場
を
巡

回
し
て
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
版
画
の
各
分
野
か
ら
本
館
の

収
蔵
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

今
年
度
の
会
場
と
会
期
は
次
の

と
お
り
で
す
。

旭
市
民
会
館

十
月
三
十
日
(
水
)
̃
十
一
月
十
二

日
(
火
)

鴨
川
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

十
一
月
十
五
日
(
金
)
̃
二
十
五
日

(
月
)

常
設
収
蔵
作
品
展
は
、
年
間
を

通
じ
数
期
に
お
け
て
実
施
し
ま
す
。

第
一
期
は
四
月
二
日
(
火
)
か
ら
六

月
九
日
(
日
)
ま
で
「
絵
画
に
あ
ら

わ
れ
た
風
俗
」

「
新
収
蔵
作
品
コ

ー
ナ
ー
」

「
書
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

け
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

特
別
展
「
英
国
水
彩
画
展
」

に
併

せ
て
六
月
十
五
日
(
土
)
か
ら
七
月

二
十
一
日
(
日
)
ま
で
特
設
コ
ー
ナ

ー
「
水
彩
画
」

に
よ
り
我
が
国
の

水
彩
画
の
発
展
に
尽
力
し
た
浅
井

忠
、
大
下
藤
次
郎
な
ど
四
十
一
人

の
作
品
一
〇
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
三
年
二
月
一
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
」
は

優
れ
た
具
象
彫
刻
を
通
し
て
、
人

々
の
心
に
う
る
お
い
と
豊
か
さ
を

宮之原謙「豪族磁木の葉文花瓶」

育
む
機
会
と
す
る
た
め
、
彫

作
品
を
全
国
公
募
す
る
企
画

で
、
昭
和
5
9
年
度
に
第
1
回

が
開
か
れ
、
以
後
ほ
ぼ
隔
年

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
作

の
多
く
は
、
県
立
青
葉
の
森

園
お
よ
び
本
館
の
常
設
展
な

で
展
示
公
開
さ
れ
、
県
民
に

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
5
画
展
は
、
昨
年
開
か

た
第
4
国
展
の
実
績
を
も
と
にれ 親ど公品で展展刻 

第5回現代日本具象彫刻展 

作品公募のお知らせ 

〇
応
募
資
格

出
身
県
、
経
歴
、
年
齢
を
問

い
ま
せ
ん
。

〇
応
募
作
品

具
象
的
傾
向
の
彫
刻
作
品

〇
作
品
搬
入
口

平
成
3
年
1
 
2
月
1
4
̃
1
 
5
日

〇
賞
・
入
選

大
賞
1
点
、
優
秀
賞
2
点

入
選
=
約
0
0
点

「
2
 
1
世
紀
へ
の
飛
躍
」
を
テ
ー
マ

に
し
て
次
の
と
お
り
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
\

0
会

期

平
成
4
年
2
月
1
日
(
土
)
̃

2
月
2
 
3
日
(
日
)

〇
会

場

千
葉
県
立
美
術
館

〔
日
本
画
〕

若
木
山
作

「
鏡
」

(
紙
本
着
彩
一
九
喜
)

〔
洋

画
〕

田
中
走
一
作

「
私
の
地
球
」

(
油
彩
一
九
九
〇
)

櫻
井
農
正
作

「
C
a
r
「
i
①
」

(
油
彩
一
九
九
〇
)

片
小
田
栄
治
作

「
地
I
(
D
一
軍
Y
8
「
毒
C
圭
茎
)
よ
り
」

(
油
彩
一
九
九
〇
)

中
野
庸
二
作

「
父
母
を
思
う
歌
」

(
墨
一
九
芙
)

「
鎌
倉
の
歌
」

(
墨
一
九
吾
)

「
新
年
同
詠
林
應
制
歌
」(

墨
一
九
五
四
)

「
林
の
歌
」

(
墨
一
九
五
四
)

「
如
月
之
…
」

(
墨
)

「
般
若
波
羅
密
多
心
経
写
経
」

(
墨
一
九
四
九
)

「
新
万
葉
集
所
載
」

(
墨
)

〔
版

画
〕

牛
玖
健
治
作

「
天
使
E
」

(
リ
ト
グ
ラ
フ
完
全
)

〔
研
究
資
料
〕

「
香
取
秀
真
筆
葉
書
」

(
2
9
点
)

「
香
取
秀
真
筆
手
紙
」

(
4
点
)

「
香
取
秀
真
筆
短
歌
色
紙
(
5
点
)

香
取
秀
真
・
立
田
三
朗
合
作

「
つ
つ
じ
の
歌
」

(
墨
・
淡
彩
)

「
香
取
秀
真
遺
品
軸
」

(
2
点
)

「
香
取
秀
真
宛
葉
書
」

(
6
4
点
)

4

◎
応
募
要
項
等
の
請
求
、
詳
細
は

学
芸
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

「
a
 
r
i
p
p
“
e
」

大
崎
書
生
作

「
十
二
橋
」

〔
彫

刻
〕

毛
利
教
武
作

「
手
」〔

工

芸
〕

香
取
秀
真
作

「
鶴
文
鉄
釜
」

「
銅
製
鰐
口
」

「
銅
製
鼎
」

〔
害
〕

香
取
秀
真
作

「
高
林
の
歌
」

(
油
彩
一
九
九
〇
)

(
水
彩
一
九
吾
頃
)

カ
ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
I
作

「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
石
切
場
」

(
油
彩
一
八
三
̃
害
)

(
ブ
ロ
ン
ズ
一
九
一
九
)

(
鋳
金
)

(
鋳
金
)

(
鋳
金
)

(
墨
一
九
芙
)

次
の
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

〔
研
究
資
料
〕

毛
利
武
彦
氏
よ
り

「
高
村
光
太
郎
直
筆
毛
利
教
武
宛

葉
書
」

(
官
製
葉
書
一
九
一
九
)



か
た
る
・
つ
く
る

館
長
あ
い
さ
つ

みる・かたる・つくる

値国

四
月
か
ら
竹
内
一
雄
前
館
長
の

あ
と
を
う
け
、
第
七
代
館
長
に
就

任
し
ま
し
た
福
田
誠
で
す
。
前
任

者
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
以
上
の
御

指
導
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
に
開
館
し
た
美

術
館
も
三
年
後
に
は
、
二
〇
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開

館
以
来
〃
み
る
・
か
た
る
・
つ
く

る
〃
を
活
動
の
指
針
と
し
、
特
別

展
企
画
展
な
ど
の

〃
み
る
〃
活
動

以
外
に
、
美
術
講
演
会
な
ど
の

〃
か
た
る
〃
活
動
、
実
技
講
座
な

ど
の

〃
つ
く
る
〃
活
動
に
も
力
を

そ
そ
ぎ
、
多
く
の
県
民
の
方
の
御

参
加
を
得
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度

は
、
特
別
展
「
マ
リ
・
ロ
ー
ラ
ン

サ
ン
」
三
四
、
三
四
〇
人
を
含
め
、

約
二
三
万
人
、
開
館
以
来
最
高

の
入
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
〃
か
た
る
・
つ
く
る
〃

活
動
も
、
講
師
の
方
々
の
御
熱
意

と
受
講
者
の
真
剣
な
取
組
み
と
で

す
ば
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

人
生
八
〇
年
時
代
、
生
涯
学
習

時
代
と
い
お
れ
る
今
日
、
こ
れ
ま

で
の
蓄
積
の
上
に
美
術
館
の
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
る
時
期
で
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。

佐
倉
市
の
川
村
記
念
美
術
館
が

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
入
館
者

を
迎
え
て
い
る
様
子
、
今
後
、
県

下
各
地
に
開
館
が
予
想
さ
れ
る
公

立
美
術
館
と
の
か
か
お
り
、
又
、

大
型
の
私
立
美
術
館
設
置
計
画
な

ど
変
動
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

美
術
品
が
投
機
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
よ
う
な
昨
今
、
公
立
美
術

館
と
し
て
資
料
収
集
を
行
う
こ
と

が
、
大
変
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
県
ゆ
か
り

の
浅
井
忠
を
中
心
に
収
集
す
る
と

い
う
方
針
を
貫
き
な
が
ら
厚
み
を

増
し
、
量
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
民
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
と

し
て
着
実
に
歩
む
た
め
、
県
民
の

皆
様
の
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

-
特
別
展
「
英
国
水
彩
画
展
」

関
係
図
書
の
御
案
内
-

情
報
資
料
室
で
は
特
別
展
「
英

国
水
彩
画
展
」
関
係
図
書
と
し
て

次
の
資
料
を
御
覧
頂
け
ま
す
。
ど

う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。

●
英
国
の
水
彩
画
に
関
す
る
図
書

『
英
国
の
水
彩
画
』
斉
藤
泰
三
著

『
巨
匠
の
絵
画
技
法

タ
ー
ナ
ー
』

W
・
ハ
ー
デ
ィ
著

『
世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ

タ
ー

ナ
I
』

」
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
解
説

『
新
潮
美
術
文
庫
1
 
7

タ
ー
ナ
ー
』

●
英
国
の
美
術
に
関
す
る
図
書

『
世
界
美
術
の
旅
3

ロ
ン
ド
ン

物
語
・
上
』
世
界
文
化
社

『
世
界
美
術
の
旅
4

ロ
ン
ド
ン

物
語
・
下
』
世
界
文
化
社

●
日
本
の
水
彩
画
に
関
す
る
図
書

『
ワ
ー
グ
マ
ン
と
そ
の
周
辺
』
重

富
昭
夫
著

『
我
が
水
彩
』

石
井
柏
亭
著

『
水
彩
画
家

大
下
藤
次
郎
』

土

居
次
義
著

『
大
下
藤
次
郎
紀
行
文
集
』
近
藤

信
行
編

『
日
本
水
彩
画
名
作
全
集
』
全
8

巻
。
掲
載
作
家
は
浅
井
忠
、
石

井
植
字
、
岸
田
劉
生
、
中
西
利

雄
、
丸
山
晩
霞
等
。

『
現
代
の
水
彩
画
』
全
5
巻
。
掲

載
作
家
は
荒
谷
直
之
介
、
紫
田

補
作
、
三
橋
兄
弟
等
。

『
日
本
の
水
彩
画
』

1
、
2
、
7
、

1
 
2
̃
1
 
4
、
1
 
8
、
2
0
巷
)
掲
載
作

家
は
大
下
藤
次
郎
、
小
山
周
次
、

小
堀
進
、
石
川
欽
一
郎
、
三
宅

克
己
等
。

●
水
彩
画
の
技
法
に
関
す
る
図
書

『
水
彩
画
入
門
』
不
破
章
著

『
水
彩
画
の
技
法
』
中
西
利
雄
著

『
水
彩
画
の
基
礎
』
森
桂
一
、
戸

田
僅
夫
共
著

『
水
彩
画
の
描
き
方
』
丸
山
晩
霞
著

『
ア
ト
リ
エ
美
術
技
法
百
科
5

水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
ス
ケ
ッ
チ
』

ア
ト
リ
エ
出
版
社

●
英
国
の
水
彩
画
に
関
す
る
図
録

『
英
国
巨
匠
絵
画
展
』
一
九
七
五

日
本
橋
三
越

『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
水
彩

・
デ
ッ
サ
ン
展
』
一
九
七
九

日
本
橋
三
越

『
タ
ー
ナ
ー
展
』

(
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
市
美
術
館
所
蔵
)
一
九
八

五

新
宿
小
田
急

『
タ
ー
ナ
ー
展
』
一
九
八
六

国

立
西
洋
美
術
館

◆
開
室
自

火
̃
金
(
祝
日
・
休

館
日
を
除
く
)

1
 
2
時
半
̃
4
時
半

貸
出
し
・
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

登
美
術
講
演
会
蜜

本
年
度
は
、
各
展
覧
会
に
併
せ

て
美
術
講
演
会
を
5
回
実
施
す
る

予
定
で
す
。

こ
こ
に
、
す
で
に
決
定
し
て
い

る
特
別
展
「
英
国
水
彩
画
展
」

の

開
催
期
間
中
に
お
け
る
2
つ
の
講

演
会
を
御
案
内
し
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
御
参
加
い

た
だ
き
、
英
国
水
彩
画
の
歴
史
的

意
義
や
魅
力
、
あ
る
い
は
、
現
在

の
日
本
の
水
彩
画
に
見
ら
れ
る
多

様
な
表
現
方
法
と
美
に
つ
い
て
よ

り
一
層
の
興
味
と
理
解
を
深
め
る

機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

第
1
回

日
時

6
月
2
2
日
(
土
)
2
時

演
題

「
英
国
水
彩
画
の
魅
力

-
描
か
れ
た
田
園
詩
-
」

講
師

友
部
直
氏
(
共
立
女
子
大

学
教
授
)

第
2
回

日
時

7
月
6
日
(
土
)
2
時

演
題

「
水
彩
画
の
美
と
表
現
し

「
諒
部
品
部
品
封
猷

.持。._、.加∽。叩。ィ、叩。柵。.m∽∞叫m--くm-_)̃_-)∽」

5
臆臆

擢
陸
上
享
菖
」

し
て
い
ま
す
。
聴
講
料
は
無
料
で
m

一
「
)
≒
手
兵
へ
-
一

〇
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美
術
館
実
技
講
座
(
6
月
以
降
)

〇
洋
画
講
座
1

期
日

6
月
1
 
8

2
3
・
2
5

0
0
日

走諸
員師

・
1
 
9
・
2
0
・
2
 
2
・

・
2
 
6
・
2
 
7
・
2
 
9
・

(
1
 
0
日
間
)

文
利
氏

締
切

6
月
4
日

0
彫
刻
講
座
(
木
彫
)

期
日

8
月
2
・
3
・
4
・
6
・

7
・
8
・
9
・
n
・
2
 
1
・

2
 
2
・
2
 
3
・
2
 
5
日

(
1
 
2
日
間
)

講
師

渋
谷

定
員

1
 
5
人

三
朗
氏

締
切

1
月
1
 
9
日

〇
書
芸
講
座

〇
陶
芸
講
座

期
日

1
月
3

9
・
1
8

講
師

明
石

定
員

0
0
人

〇
洋
画
講
座
2

期
日

7
月
1
 
0

1
7
・
1
8

2
5
日

●

4

・
2
0
・

昇
氏

締
切

●

5
●

6
・

2
4
・
2
 
7
日

(
9
日
間
)

6
月
1
 
9
日

1191

1
2
・
1
3

2
 
0
・
2
4

(
1
 
0
日
間
)

講
師

松
沢

茂
雄
氏

定
員

0
0
人

締
切

6
月
2
6
日座講画洋

期
日

1
 
2
月
4
・
5
・
6
日

走議
員師

貼
(
3
日
間
)

象
閣
氏

締
切

n
月
2
0
日

0
洋
画
講
座
3
(
水
彩
)

期
日

1
月
2
2
・
2
3
・
2
4
・
2
9
・

0
0
・
3
1
日

2
月
5
・
6
・
7
・
8
日

(
1
 
0
日
間
)

講
師

戸
田

健
夫
氏

定
員

0
0
人
締
切

1
月
8
日

0
金
工
講
座

期
日

1
月
2
8
・
2
9
・
0
0
・
3
 
1
日

期
日

7
月
2
・
3
・
4
・
5
・

6
"
1
日

(
6
日
間
)

講
師

根
岸

茂
行
氏

定
員

3
0
人

締
切

6
月
1
 
8
日

③
洋
画
入
門
講
座
3

期
日

1
 
2
月
5
・
6
・
7
"
1
 
2
・

1
 
3
・
1
4
日

(
6
日
間
)

講
師

天
野

三
郎
氏

定
員

0
0
人

締
切

n
月
2
 
1
日

㊦
洋
画
入
門
諸
座
4

期
日

2
月
1
2
・
1
3
・
1
4
・
1
5
・

1
 
9
・
2
0
日

(
6
日
間
)

講
師

関

和
禰
氏

定
員

0
0
人

締
切

1
月
2
9
日

⑤
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
1

期
日

8
月
6
・
7
・
8
・
9
日

(
4
日
間
)

講
師

戸
田

健
夫
氏

定
員

0
0
人

締
切

7
月
2
3
日

⑤
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

(
2
)

期
日

2
月
2
5
・
2
6
・
2
7
・
2
8
日

(
6
日
間
)

講
師

根
岸

茂
行
氏

定
員

3
0
人

締
切

2
月
1
 
1
日

○
日
程
、
内
容
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
申
込
方
法
)

住
復
は
が
き
に
、
希
望
講
座
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
一
講

座
に
つ
き
一
名
明
記
の
う
、
え
、
美

術
館
講
座
は
、
美
術
館
普
及
課
、

友
の
会
講
座
は
美
術
館
友
の
会
事

務
局
ま
で
。

3
・
1
 
3

平
成
3
年
度
第
工
期
展

示
室
利
用
団
体
事
前
協

議
会

3
・
1
 
4

関
東
地
区
博
物
館
協
会

役
員
会

3
・
0
0

竹
内
館
長
離
任
式

4
・
1

福
田
館
長
着
任

4
・
2

離
着
任
式

常
設
収
蔵
作
品
展
第
工

期

(
̃
6
・
9
)

4
・
4

友
の
会
役
員
会

5
・
1
 
6

版
画
講
座

(
̃
3
 
1

講

師

増
田
陽
一
氏
)

職

貫

異

動

平
成
二
年
度
末
人
事
異
動
に
よ

り
、
次
の
職
員
が
替
り
ま
し
た
。

誌

抄

2
月
4
・
5
・
6
・
7
・

8
・
1
1
・
1
2
・
1
3
日

(
1
2
日
間
)

講
師

小
林

正
利
氏

定
員

1
 
5
人

締
切

1
月
1
 
4
日

友
の
会
実
技
講
座
(
6
月
以
降
)

①
洋
画
入
門
講
座
2

●

書 芸 講 座

2
・
1
 
6

特
別
展
「
マ
リ
ー
・
ロ

ー
ラ
ン
サ
ン
」
(
̃
3
・

2
4
)

常
設
収
蔵
作
品
展
第
Ⅴ

期

(
̃
3
・
3
 
1
)

2
・
2
0

第
2
回
調
査
研
究
員
会

議

2
・
2
3

第
5
回
美
術
講
演
会

(
講
師

瀬
木
慎
一
氏
)

千
葉
県
博
物
館
職
員
研

修
会

美
術
館
協
議
会

●

◆
退
職
者

竹
内
一
雄

◆
転
出
者

佐
久
間
芳
夫

豊
田

清
畠

◆
転
入
者

福
田

誠

葛
生

久
雄

安
西

寿
子

(
館
長
)

(
副
館
長
←
議
会

事
務
局
図
書
室
長
)

(
主
事
←
福
利
課

主
事
)

(
文
化
課
長
←
館

長
)(

総
合
運
動
場
副

主
査
←
副
主
査
)

(
総
務
企
画
課
主

事
←
主
事
)


